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【目的】
これ ま で に 、恒常 的に ア ミダ

ーゼ を高生産するセ ル フ ク ロ
ー

ニ ン グ麹菌の 育種
につ い て報告 した 。本研究 で は 、ア ク リル ア ミ ド（AA ）フ リ

ー
の コ ーヒ ー飲料の

開発 を 目的 に、セ ル フ ク ロ
ーニ ン グ株 の コ

ー
ヒ
ー

抽出液の AA 低減効果の確認
お よび コ ーヒー抽 出液 の 評価 を 行った 。
【方法

・結 果l
YPD 培 地 で セ ル フ ク ロ

ーニ ン グ株 を培養 し、菌体 を洗浄後、コ
ー

ヒ
ー
抽 出液中

に 添 加 し菌 体 内 ア ミダ ーゼ 活性 と AA 分解活性 を評価 した。10ppm濃度 に 調製

した コ ーヒー抽出液の AA は ．セ ル フ ク ロ
ー

ニ ン グ株 に よる 処理で 6時間後に は

消 失 し た。処理 後の コ
ーヒ ー

抽出液 に 含 まれる カ フ ェイ ン、ク ロ ロ ゲ ン 酸類、
有機酸類 は 、コ ン トロ

ール と比較 しやや減少す る傾 向を示 した。GC −MS に よる

香気 成分 分 析で は 、処理 コ
ーヒ ーは ワ イン や日本酒 な どの 香気 の 構成成 分で あ

る 1一プ ロ パ ノール、酢酸 エ チ ル 、2 一メ チ ル ー1一ブ タ ノ
ー

ル 、イソ ブチ ル ア ル

コ ール 、イ ソ ア ミル ア ル コ ール の 濃度が コ ン トロ
ー

ル と比較 し著 しく増 加 した。
また、訓 練パ ネ ラーに よる 官能 検査 の 結果、処理 コ

ー
ヒ
ーは果実様、花様の 香

りを持 つ と評価 され た 。

雎

魚介類と ワ イン を食べ 合わ せ た時 に感 じる
“
生臭み

”
の 原因の 1つ は、ワ イ ンに

含まれ る数 mgtL の鉄 イオ ン で ある。我 々 は、エタノ
ー

ル 処理酵母 （ETY ）が鉄

吸着作用 を持ち、ETY を用い て
“
生 臭み

”
をほとん ど感 じない ワ イン を製 造で き

る こ と を報告 して い る 。今回、効果的 な鉄低減法の 開発や 新た な鉄吸着剤 の探
索を 目的 と して 、ETY の 鉄吸着 メ カ ニズ ム の 解明 を行 っ た。
雌
PI染色で ETY と鉄吸着能の ない 熟処 理酵母の 膜 透過性 を比較 した結果、　 ETY の

高い 膜 透過性を確認で きた。また、細胞 壁消化酵素処理後 に エ タ ノール 処理 し

た酵 母は 、酵素処理 をしない 酵母 と比べ て 鉄吸着能 に 有意 な差が ない こ とか ら、
細胞壁 成分 は鉄 吸着 しない こ とが明 らか とな っ た。次に 、鉄 溶液浸 漬後の ETY

の断 面図を ．SEM を用い て 観察 した結果、細胞 内に 鉄 と推定で きる 輝点が 複数

観察さ れ ．細胞 内に鉄が 吸 着されてい るこ とが 示唆された。さ らに 、ETY をプ

ロ テ ア ーゼ で処理 した と こ ろ 、鉄吸 着能 が完全 に消 失 し、タンパ ク 質が鉄吸着

に関与す る 事が 強 く示唆 され た 。以上 よ り、ETY の 鉄吸 着は、エ タノ
ー

ル 処理

に よ り細胞膜の 透過性が上 昇 し、細胞 内で鉄 と タン パ ク質が結合 す る こ とに

よ っ て 起こ る と推定され た。本発表 では、推定 されたメ カ ニ ズム よ り新たに 見
出した 酵母 由来の 鉄吸着剤 につ い て も報告す る。
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【目的 】麹 菌Aspεrgillus 　ory2ae は鉄制 限下 に おい て鉄 イオ ン獲 得の た め に デ フ ェ

リフ ェ リ ク リ シ ン （Dfcy ） を生産す る。　Dfeyは ＆N一ア セ チ ル ーδ一N一ヒ ド ロ キ シ

オ ル ニ チ ン、レ セ リ ン 、レ グ リシ ン か らなる環状 シデ ロ フ ォ ア で 、3価 の鉄 イ

オ ン と特 異的に 結合 し赤色の フ ェリク リシ ン 〔Fcy）を形成 する 。　Dfcy、　Fcy は

清 酒 や 味噌等 に 含まれ る 食経験 が豊富 な物 質で あ り高い 加工 適正 を 有す る が 、
麹 菌 に よ る 生 産 量 が 少 な く、工 業 レベ ル で の 生 産や 応用検 討の 対象 とな ら な

か っ た。我 々 は培養方法の 改 良や 生 産菌株 の 育種に よりDfcyの 大量生産 に成功

した 。Fcy、　Dfcyは そ の 特性か ら医薬品、食品、化粧 品素材 など幅広い 用途が

期待 さ れ る。今 回は Dfcy に 着 目 し、その 抗酸化作用 に つ い て の 知 見を報告する 。
【方法お よ び結 果 】麹 菌 に よ る Dfey 生 産性 向上 に は 十分な溶存酸素が必要で あ

る。その た め ．増 粘多糖 類を 加え 培地の 粘性 を高め る こ とで 菌体 を小 さな粒状

に 誘導 し、高 い 酸素容量 移動 速 度を確 保 した 。また 、富栄養で 鉄含量の 少 ない

有機窒素 源 とし て清酒 粕 の プ ロ テ ア ーゼ 分解物 を用 い るこ とに した。さら に、
醸造用麹菌株か ら Dfcyを 高生 産 する 株 を選抜 し、NTG 処理に より変異株を取得

した。11世代を経る 育種 を重 ね た結 果、生産性が著 しく向上 したFllr74−5株 を

取 得 した ，得 られ た Dfcy につ い て 生理 活性 を探索 した結果、　Dfcyに は in・vitro の

系 に お い て ラ ジ カ ル消 去 能 や リ ノ ー
ル 酸 自動 酸化抑 制効果 が認 め られ た。現 在、

生 体内に お け る抗酸化 作 用 を検証 して い る。

【目的】u リボ 酸 は ミ トコ ン ドリ ア に タ ン パ ク質に結合 した形 で 存在 し、エ ネル

ギ ー産生 に お い て 重要 な補酵 素の
一

つ で ある 。a リ ボ酸は C6 炭素原子に キ ラ ル

中心 を持って お り、R （＋｝型 とS（一）型の 光学異性体が 存在す るが、生体内で はR（＋）
一

α リボ 酸（RALA ）の み が生合成 されて い る 。一般的な 工 業製造工 程に おい て は光

学分割処 理を伴 わ ない ため、R一体、　 S一体を等量含む ラ セ ミ体が 生産 される ．技
術 的 に は RALA を ラ セ ミ体か ら分 離で きる が、ラ セ ミ体に比 べ RALA は 不安定
で あ る た め、RALA を 安定に 配合 した食品の 製造 は 困 難で あ っ た 。そこ で 本研
究で は、環状 オ リゴ糖 で ある シク ロ デ キス トリン （CD ）包接に よる RALA の 安
定化 を 目 的 と し、RALA と CD 包接複合体 を作製 し熱及 び酸 に対す る安 定性 と溶
解性 を評 価 し た。
【方法】RALA 一各 CD 包接複合 体を作製 し、包接 体の SEM 観察とRALA 含有量
の 確認 を行 っ た 後、飽和水蒸気圧下、70℃ にて 2時間保存後の RALA の 含有量
をHPLC 測 定 し．RALA の残存率 を 求め た。また、37℃、　 pHL2 の 水溶液中 にて 1

時間 撹拌した 後の RALA 量、及び 、　RALA −CD 包接複合体を人 工 胃液に懸濁 させ

溶 解 した 後の RALA の 含有量 を測 定した。
【結 果 】CD 包 接する こ と に よ りRALA の 熱及び酸 に対する 安定性が 向上 す るこ

と が確 認 され た 。また 、SEM 観察の 結果か ら、　 RALA とTCD の 包接複合体 は特
徴 的 な 粒 子形 状 を 示す こ とが 明 らか に なった。人工 胃液に 対す る溶 解性 は

RALA と比 較 して RALA −
TCD 包接複合体で は 向上す る こ とが 確認 され た 。
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